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平成24年度 歴史移動展

　今年の年末年始は土日祝日の関
係で１月７日までお休みの公共施
設がありますが、郷土館は１月６
日より開館します。
　皆様のご来館を、お待ちしてお
ります。　　　　　　　　  （坪）

大川のほとり
－郷土館だより（第56号）－

☎487-2332
開館時間

午前9時30分〜午後4時30分

「
２
０
１
２
年
の
調
査
を
振
り
返
る
！
郷
土
館
の
調
査
最
前
線
」

　

２
０
１
２
年
も
郷
土
館
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
。
調
査
結
果
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で

お
伝
え
し
、
２
０
１
３
年
の
抱
負
を
語
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
．
主
に
行
っ
た
調
査

５
月
「
キ
タ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
調
査
」

�　

塘
路
で
行
っ
た
調
査
で
は
、
春
に
確
認
さ
れ
た
卵
の
う
︵
卵
が
た
く
さ
ん
入
っ
た

袋
︶
は
、
31
双
で
し
た
。
２
０
１
１
年
は
94
双
で
し
た
の
で
、
数
の
少
な
さ
に
び
っ

く
り
し
ま
し
た
が
、
２
０
１
２
年
は
ち
ょ
う
ど
産
卵
時
期
に
豪
雨
が
あ
り
、
卵
の
う

が
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
︵
２
０
１
２
年
の
調
査
地
の
水
深
は
、

２
０
１
１
年
の
倍
で
し
た
︶。

　

現
在
の
塘
路
の
産
卵
地
は
、
人
の
手
に
よ
る
大
き
な
変
化
も
な
く
、
毎
年
安
定
し
て

産
卵
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
ま
ま
様
子
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

６
月
「
北
海
道
フ
ラ
ワ
ー
ソ
ン
２
０
１
２
」

　
﹁
北
海
道
フ
ラ
ワ
ー
ソ
ン
﹂
は
、
５
年
に
１
度
開
催
さ
れ
る
全
道
一
斉
の
開
花
調
査

で
す
。
郷
土
館
で
は
毎
回
﹁
塘
路
や
そ
う
会
﹂
と
一
緒
に
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
今
回

は
地
域
の
自
然
を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら

う
た
め
、
一
般
の
参
加
者
も
募
り
、
２
チ
ー
ム
編

成
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
ま
で
は
﹁
釧
路
湿
原
﹂
や
﹁
軍
馬

山
﹂
を
中
心
に
調
査
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回

は
新
た
に
﹁
京
都
大
学
研
究
林
﹂、﹁
西
別
岳
﹂
と

い
っ
た
山
の
調
査
も
強
化
し
ま
し
た
。
京
都
大
学

研
究
林
の
職
員
の
方
や
標
茶
高
校
の
先
生
や
生
徒

さ
ん
と
一
緒
に
調
査
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
標
茶
の
市
街
地
で
93
種
、
京
都
大
学
研

究
林
︵
山
林
部
分
︶
で
78
種
、
西
別
岳
で
51
種
と

な
り
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
釧
路
湿
原
の
調
査
は

雨
で
中
止
と
な
り
、
記
録
は
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
回
の
調
査
で
、
京
都
大
学
研
究
林
や
西
別
岳
の
花
の
リ
ス
ト
が
記
録
さ
れ
、
ま
た

京
都
大
学
研
究
林
内
で
は
、
町
の
天
然
記
念
物
ベ
ニ
バ
ナ
ヤ
マ
シ
ャ
ク
ヤ
ク
の
新
た
な

分
布
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

７
〜
８
月
「
ト
ン
ボ
調
査
」

　

塘
路
湖
で
町
の
天
然
記
念
物
ゴ
ト
ウ
ア
カ
メ
イ
ト
ト
ン
ボ
の
撮
影
に
成
功
！
調
査
開

始
５
年
目
で
の
快
挙
で
し
た
。
７
月
の
半
ば
ま
で
気
温
が
低
く
、
ク
ロ
イ
ト
ト
ン
ボ
な

ど
他
の
ト
ン
ボ
の
数
が
増
え
て
く
る
時
期
が
遅
れ
た
た
め
、
見
つ
け
や
す
か
っ
た
の
で

　昨年に引き続き、標茶のアイ
ヌ文化を紹介する移動展示を行
います。
　雄大な西別岳と摩周湖の澄ん
だ伏流水が注ぐ西別川に抱かれ
た“虹別コタン”と広大な釧路
湿原と塘路湖に豊かな資源を背
景に栄えた“塘路コタン”の世
界を、「古写真」と「アイヌ民具」
にて紹介します。
　標茶の偉大な先人の記録をこの機会に、ぜひ鑑賞ください。
　（伝成品とは、古くから一つの地域に伝わってきた物のことです。）
■日程と会場　（※初日は午後からです）

（３月以降については『広報しべちゃ』３月号にて紹介します）

～虹別コタンと塘路コタンの世界～

歴史移動展
よみがえるアイヌの伝成品

日　　　　程 会　　　　場
１月11日㈮～21日㈪ 開発センター
　　22日㈫～28日㈪ 磯分内公民館
　　29日㈫～２月４日㈪ 虹別公民館
２月５日㈫～12日㈫ 中御卒別小学校
　　12日㈫～19日㈫ 沼幌小学校
　　19日㈫～26日㈫ 久著呂中央小中学校
　　26日㈫～3月4日㈪ 標茶町図書館

展示されるさまざまなアイヌ民具

「北海道フラワーソン2012」の様子



9

郷土館ミニだより

　冬は大きなワシ
の仲間を観察する
のにいい季節です。
でもこのワシ、尾
は白くないし、く
ちばしも変な色。
一体これは……？

これ、な～んだ？
『標茶町郷土館報告』

第24号が
発刊されました。

その
５

　実はこれ、オジロワシの子供なのです。オジ
ロワシは巣立ってからおよそ６年かけて少しず
つ羽根が生え変
わり、くちばし
も黄色になって
いきます。それ
までははっきり
しない模様なの
で、いったいな
んのワシなのか
悩まされること
がしばしばあり
ます。

し
ょ
う
。
９
日
間
の
調
査
中
、
４
日
間
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

夏
に
は
カ
ヌ
ー
業
者
さ
ん
に
も
ゴ
ト
ウ
ア
カ
メ
イ
ト
ト
ン
ボ
の
目
撃
情
報
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
１
年
で
１
番
お
忙
し
い
時
期
だ
と
い
う
の
に
、
皆
さ
ん
の
好
意
的

な
お
返
事
に
、
改
め
て
地
域
の
方
の
自
然
に
対
す
る
優
し
い
気
持
ち
に
触
れ
た
思
い
で

し
た
。

12
月
「
ア
オ
サ
ギ
調
査
」

　

12
月
５
～
13
日
に
ア
オ
サ
ギ
の
コ
ロ
ニ
ー
で
今
年
作
ら
れ
た
巣
の
数
と
位
置
を
調
査

し
ま
し
た
。
詳
し
い
結
果
に
つ
い
て
は
集
計
を
待
た
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
以
前
、
巣

が
作
ら
れ
て
い
た
林
の
西
側
よ
り
中
心
部
へ
巣
が
集
中
し
て
い
る
傾
向
が
あ
り
、
ま
た

林
の
南
側
に
新
し
い
巣
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
２
０
１
０
年
ま
で
の
調
査
結
果
は
郷
土
館
報
告
24
号
に
て
報
告
し
ま
し
た
。
郷

土
館
に
あ
る
ア
オ
サ
ギ
の
コ
ロ
ニ
ー
︵
集
団
巣
︶
に
あ
る
巣
の
数
は
、
現
在
の
と
こ
ろ

毎
年
２
０
０
個
前
後
で
安
定
し
て
い
ま
す
。

番
外
「
カ
ラ
フ
ト
ル
リ
シ
ジ
ミ
調
査
」

　

７
月
10
日
に
西
別
岳
に
登
り
、
国
の
天
然
記
念
物
カ

ラ
フ
ト
ル
リ
シ
ジ
ミ
を
探
し
た
と
こ
ろ
、
２
時
間
で
１

個
体
ず
つ
３
回
確
認
し
ま
し
た
。
昨
年
の
７
月
11
日
に

は
ほ
ぼ
同
じ
条
件
で
10
個
体
ほ
ど
確
認
し
て
い
ま
す
。

や
は
り
今
年
は
７
月
の
半
ば
ま
で
気
温
が
低
く
、
植
物

も
昆
虫
も
全
体
的
に
遅
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

２
．
２
０
１
２
年
の
調
査
を
振
り
返
る

　

気
候
や
天
候
で
生
き
物
の
確
認
は
当
た
り
は
ず
れ
が
あ
り
ま
す
。
春
先
の
雨
の
多
さ

で
キ
タ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
卵
の
う
が
流
さ
れ
て
た
り
、
初
夏
の
気
温
の
低
さ
に
花
の

開
花
が
遅
れ
、
全
道
一
斉
調
査
の
日
に
想
定
し
て
い
た
花
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
り
、

雨
で
調
査
が
中
止
に
な
っ
た
り
で
、
不
運
続
き
だ
っ
た
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
そ
の
低
温
の
お
か
げ
か
、
ゴ
ト
ウ
ア
カ
メ
イ
ト
ト
ン
ボ
が
確
認
さ
れ
た
の
は
特
筆

す
べ
き
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
地
域
の
方
や
、
標
茶
高
校
の
先
生
や
生
徒
、
京
都
大
学
研
究
林
の
職
員
の
方
、

カ
ヌ
ー
業
者
の
方
な
ど
、
今
ま
で
に
な
く
さ
ま
ざ
ま
な
方
に
協
力
し
て
頂
き
ま
し
た
。

３
．
２
０
１
３
年
に
向
け
て

　

調
査
は
い
つ
も
地
域
の
方
の
協
力
に
支
え
ら
れ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
方
か
ら

情
報
を
頂
き
、
時
に
山
や
湖
の
調
査
に
同
行
し
て
頂
い
て
、
思
わ
ぬ
新
発
見
や
記
録
が

出
来
て
い
く
様
子
は
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
も
皆
さ
ん
と
ご
一
緒
に
、
こ
の
町
の
自
然
の
情
報
を
集
め
て
記
録
し
、
後
世
に

残
し
て
い
け
る
よ
う
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　本町の歴史や自然に関する報告と、郷土館の活動
年報告を収録した『標茶町郷土館報告』第24号を発
刊しました。
　今号では、釧路集治監や本町での空港建設案、町
内のアイヌコタンなどの歴史産業関係報告のほか、
アオサギやキタサンショウオ、町内に生息する昆虫
類、絶滅しつつある昆虫の状況報告などが掲載され
ています。希望者には配布していますので興味のあ
る方は郷土館まで連絡してください。

カラフトルリシジミ調査

扌A4版83頁です

オジロワシ（尾の先にまだ子供の羽が
　　　　　　残っています）


